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行
行
発
発
日月

集
毎
編

学

課疎務
親

総

-2002年 4月開設―今
園
の
申
講
に
お
い
て
、
定
長

の
増
加
を
得
わ
な
い
私
立
大
学
の

学
科
盆
凛置
な
、
本
常
τ含
め
十

九
校
が
認
可
さ
れ
た
。

今
回
勢璧
」
認
〓
さ
れ
た
本
学
経

営
学
部
ビ
ジ
ネ
ス
金
函
学
科
厳
、

前
号
全
一〇
〇

一
年
六
月

一
用
増α

で
も
紹
介
し
た
と
お
り
、
多
様
な

ど
ジ
ネ
ス
社
会
に
適
合
う
う
る
実

験
釣
な
尊
鶏
舞
識
を
教
授
す
る
と

共
に
、
実
務
遂
行
上
必
須
の
情
報

塗
育
、
英
主
殖鶏
替
及
び
握
ゑ
い
教

養
勢
警
を
管

で

こと
に
よ
り
、
一晶

い
レ
ベ
ル
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
能
力
を
涵
養
し
、
こ
れ
か
ら
の

霞
際
社
会
で
活
躍
で
き
る
企
画
力

と
実
務
能
力
を
身
に
つ
け
た
起
業

家
や
企
業
改
革
者
の
育
成
を
目
指

す
＞転
と
と
し
て
い
る
。

本
学
科
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
及
び

ヨ
‥
ス
の
特
色
と
し
て
は
次
の
も

の
が
挙
げ
ら
れ
る
９

再
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
特
色

①
〈実
際
の
関
題
か
ら
理
論
へ
〉

授
業
科
目
毎
の
独
立
し
た
理
論

然
系
を
傾
別
に
学
修
す
る
の
で

は
な
く
、
社
会
人
が
プ
ロ
と
な

っ
て
い
く
プ
ロ
セ
ス
を
先
取
り

で
き
る
演
習
（ゼ
ミ
）を
中
心
に

各
袋
業
科
目
が
有
機
的
に
結
び

つ
い
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
編
成

す
る
。

②

翁

ミ
〓

一ケ
ｒ
ン
ョ
ン
能

力
の
開
発
〉
全
て
の
演
習

（ゼ

ミ
）
で
共
通
の
イ
ベ
ン
ト
に
よ

り
、
濃
密
な
対
面

ヨ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
体
験
す
る
と
共

に
、
各
授
業
科
日
の
還
営
は

メ
ー
ル

・
ネ
ッ
ト
で
展
開
し
、

自
然
に
情
報
の
受

・
発
信
能
力

と
パ
ソ
コ
ン
技
能
を
向
上
さ
せ

る
。

③

（仰
く
体
験
の
充
実
〉
自
分

に
適
し
た
将
来
の
キ
ャ
リ
ア
を

探
る
ア
ル
バ
イ
ト
の
や
り
方
や

見
つ
け
芳
の
電
等、
単
内
で
の

彼
想
約
な
起
業

，
経
営
然
験
、

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ツ
プ
に
よ
り
、

自
分
を
活
か
し
社
会
人
と
し
て

通
用
す
る

坤働
く
体
験
」
と
そ

の
理
解
を
深
め
る
。

２
、
ヨ
ー
ス
の
特
色

①

〈営
業
の
プ
ロ
コ
ー
ス
〉
将

来
の
キ
ャ
リ
ア
を
、
セ
ー
ル
ス

を
中
心
と
し
た
営
業
職
に
置
く

挙
花
の
た
め
の
コ
ー
ス
。
組
織

経
営
の
基
礎
を
学
修
し
た
上
で

営
業
の
実
戯
的
知
識
、
技
説
ど

顧
客
理
解
、
情
報
活
用
を
中
心

に
逆
た
監
ア
る
。

②

〈企
画
の
プ
ロ
コ
ー
ス
〉
将

来
の
キ
ャ
リ
ア
を
組
織
連
営
や

商
品
開
発
の
プ
ラ
ン
ナ
ー
に
置

く
コ
ー
ス
。
組
織
経
営
の
基
礎

を
学
修
し
た
上
で
、
マ
ー
ケ
テ

イ
ン
グ
の
理
論
を
実
践
、
企
業

ビジネス 入 藤ヽ雄要

本
学
は
、
一半
戒
十
三
年
二
月
ｉ
十
八
日
に
朝
日
大
学
経
営
学
部
ビ
ジ
ネ
ス
企
画

学
科
設
置
認
可
準
圭墾
Ｈを
文
部
科
学
宿
に
提
出
し
受
理
さ
れ
た
。
文
部
科
学
省
は

大
学
設
替

立
γ
襟
法
人
審
議
会
に
諮
関
し
、
翻
審
議
会
は
平
成
十
三
年
七
月
十
八

日
に
同
学
科
の
設
置
を
認
め
る
こ
Ｌ
を
答
申
し
た
。
こ
れ
を
一掟
サ
文
部
科
字
△
監

は
、
平
成
十
三
年
八
月

一
日
に
回
学
料
の
設
置
を
認
可
し
た
。
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9月 1日
から,逮時

簸燐 真l接

の
外
部
環
境
ぎ
鋒
、
情
報
活
用

を
中
心
に
学
修
す
る
。

③

〈経
営
者
コ
ー
ス
〉
将
来
の

キ
ャ
リ
ア
を
起
業
や
事
業
の
後

継
者
に
置
く
コ
ー
ス
。
組
織
運

営
の
基
礎
を
学
修
し
た
と
で
、

更
に
掘
り
下
げ
て
危
機
管
理
を

含
め
た
実
践
胎
経
営
の
ノ
ウ
ハ

ウ
と
企
業
の
資
源
管
理
を
中
心

に
逆
旋
陛
ア
る
。

な
お
、
今
回
の
認
可
は
、
新

学
科
設
置
の
ほ
か
、
法
学
科
の

定
員
を
２
０
０
人
か
ら
１
５
０

人
に
変
更
、
ま
た
、
情
報
管
理

学
科
の
定
買
を
１
０
０
人
か
ら

１
２
５
人
に
変
更
す
る
こ
と
で

併
せ
て
認
可
さ
れ
た
。

経
営
学
部
ビ
ジ
ネ
ス
企
画
学

調
印
後
、握
手
を
交
わ
す
、長
坂
本

学
学
長
と
蘇
第
四
軍
麗
大
学
学
長

木
正
三
助
教
授
が
西

安
の
同
大
を
訪
れ
、

７
月
１０
日
に
、
三
大

学
の
代
表
者
に
よ
る

．今
回
の
姉
妹
技
協

定
は
い
わ
ゆ
る
こ
大

学
が
今
後
継
続
し
て

友
好
蘭
係
を
維
持
し

て
行
，こう
と
い
う
合

意
、
い
わ
ぼ
総
則
的

な
も
の
で
あ
る
が
、

現
地
で
長
坂
信
夫
学

長
等
と
先
方
の
話
し

合
い
で
、
教
職
員
の
交
流
、
本
学

贅

粂

遣
、
垂

棗

（霧

海
外
研
修
の
相
互
受
入
れ
）
等
々

に
つ
い
て
、
具
然
的
な
話
し
合
い

が
行
わ
れ
、
基
本
的
な
喜
裏
に
つ

い
て
な
相
重
に
本
星
思
し
た
。
今
後

さ
ら
に
細
か
い
議
め
が
行
わ
れ
る

垂
一た
と
な

っ
て
い
る
。

中
華
人
民
共
和
国
第
四
軍
医
大

雷

李

巻

明
奨

雷

議

で
こ
の
癬
摘
盤
塗
客
協
登准
垂
苺が
調
印

さ
れ
た
。
本
学
か
ら
長
坂
信
夫
学

員

（営
曙園
侑
理
事
長
の
代
理
）、
岩

曲
幸
雄
歯
学
壽
長
、
棚
瀬
精
三
歯

学
部
謹
鯖
が
、
明
海
大
学
か
ら
は

安
井
租

一
教
務
学
生
部
長
及
び
鈴

おもな内容

経営学部ビジネス企画学科

設置認可下りる…… 1

歯学体終わる…Ⅲ………3

オーストラリア日本語スピーチ
コンテスト・・・・…・・・ 5

０
こ
の
号
が
出
る

頌
に
は
多
分
議
論

も
鎮
静
化
し
て
い

る
こ
と

で
あ

ろ

・砲

毎
気

繰
り

返
さ
れ
る
８
月
１５

日
、
終
戦
記
含
目
の
総
理
大
駁

の
靖
園
神
社
参
拝
問
題
で
あ

る
。
猛
烈
に
反
発
す
る
中
国
や

幹
国
の
言
い
分
な
、
Ａ
級
戦
犯

が
合
祀
さ
れ
て
い
る
周
神
社
に

参
拝
す
る
こ
と
は
第
二
次
大
戦

を
反
省
せ
ズ

揮
熔
や
虐
殺
を

今
じ
た
当
時
の
指
感
者
選
憲
祭

拝
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
と
い

砲ゝ

確
か
に
ド
イ
ツ
国
民
や
イ

タ
リ
ア
の
人
々
が
ヒ
ト
ラ
ー
や

ム
ッ
フ
リ
ー
エ
の
墓
を
議
で
る

と
い
う
話
は
聞
か
な
い
。
又
、

数
多
く
の
戦
死
者
と
彼
等
が
同

じ
墓
所
に
祀
ら
れ
て
も
い
な
い

の
だ
ろ
】え

た
だ
、
靖
国
に
は

回
の
命
令
で
命
を
失

っ

の
尊
い
魂
も
祀
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
人
達
に
誠
を
捧
げ
る
こ
と

は
、
た
と
え
Ａ
級
戦
犯
が
用
時
に

合
祀
さ
れ
て
い
る
と
し
て
も
他

国
に
干
渉
さ
れ
る
こ
と
は
な
い

よ
つヽ
な
気
が
す
る
。
憲
法
論
を

一

つ
。
靖
環

を

は

一
つ
念

霧
法

人
で
あ
る
。各
地
に

と
い
う
の
と
同
じ
◇
政
教
分
離
を

謳
っ
た
憲
法
一
一〇
条
は
、

定
の
宗
教
と
の
い
か
な
る
結
び

つ
奪ヽ
獲
孵
止
し
て
い

の
襲
狼
尊
い

墓
地
が
何
故
で
き
な
い
の
か
。

はなみずき
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目

がオ

朝
日
大
学
の
魅
力
を
実
際
に
体

験
し
、
キ
ャ
ン
パ
ス
の
寮
腕
窪
真
を

味
わ
っ
て
も
ら
お
う
と
、
２
０
０

１
年
度
第
再
回
法
学
部

・
経
営
学

部
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
が
７
月

３‐
■
側
に
開
捜
さ
れ
た
。

◇

　
　

　

◇

当
日
の
参
始
箸

は
学
生
、
堡

褒

者
合
わ
せ
て
５．
名
で
あ

っ
た
。
５

号
徳
の
５
１
３
講
義
室
に
集
ま

っ

た
参
加
者
た
ら
は
、
２
０
０
２
年

度
入
試
概

要
及
び
各

種
支
援
細

度
等

の
説

明
を
一受
け

た
後
、
３

グ
ル
ー
プ

に
分
か
れ

て
学τ
内
の
施
設
見
学
を
行
っ
た
Э

一参
加
し
た
高
校
生
た
ち
は
、
Ｌ
Ｌ

教
室
で
の
パ
ソ
コ
ン
を
利
用
し
た

海
外
力
一の
Ｅ
‐
憩
ａ
・・
１
や
、
来

年
度
新
た
に
調
設
す
る
経
営
学
部

ビ
ジ
ス
ス
企
薦
学
科
◇
密
襟
華
莱

で
は
、
人
鐵
感
覚
セ
ン
サ
ー
を
利

濡
し
た
心
撃
テ
ス

ま
た
、
模
扱
法
廷
で
の
ミ
ニ
議
義

で
な
初
め
て
目
に
す
る
法
廷
の
雰

閣
気
を
味
わ
っ
た
。

引
き
統
き
行
わ
れ
た
ラ
ン
チ
バ

イ
キ
ン
グ
で
は
、
参
独
老
と
教
長

及
び
在
学
生
と
の
懇
談
会
の
場
が

設
け
ら
れ
、
参
加
者
た
ち
は
教
員

や
先
輩
か
ら
の
大
学
生
活
の
ア
ド

バ
イ
ス
や
体
験
談
箸
を
薗
き
な
が

ら
、
販
や
か
な
雰
囲
気
の
中
で
会

食
を
楽
し
ん
だ
。

午
後
は
、
本
年
度
か
ら
本
学
経

営
学
部
の
専
任
講
師
に
就
任
し
た

ア
ト
ラ
ン
タ
、
シ
ド
ニ
ー
両
オ
リ

ン
ピ

ッ
ク
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
日
本
代

表
選
手
の
新
井
祐
子
先
生
の
特
別

講
義
や
、添
ソ
コ
ン
教
室
で
の
ミ
エ

講
襲
攀
を
体
験
し
、
参
加
し
た
商

校
盗
ら
は
本
学
で
の
典
夏
の

一
臓

を
満
喫
し
て
い
る
織
静
で
あ
っ
た
。

法
学
部

・
絵
替
学
部
オ
ー
プ
ン

▲模擬法廷でのミニ講義を
受ける高校生

在学生からアドバイス…
楽しい懇談会は続く>

※Epは資料コーナー参力EI大学展・進学相談会 日程

E=

月 毎I 場 伊露嬢購誨|

愛 芸職

鸞 機
9/16(圭 ) 豊僑グランドホテル 10100

11～ 12月 (未定) 河合箋豊橋校 ※

名苦屋

9/1(■ ) 愛無県中4ヽ企業センター ※

9/8(■ ) 名奮屋国際会議場 10:00

9/9(日 ) 名古屋国際会議場 10:00

9/22(土 ) 愛知県体育熊 11 100

9/29(土 ) 豊霞ホール Ⅲ3:00

再2/8(土 ) 愛知県中小企業センター 13:00

12/′ 16(日 ) 豊調ホール 13:00

撃 ,■
娘 阜
9/1(土 ) 岐阜市文化センター 11 :00

11～ E2月 (未定) 河合塾l茂阜校

多治見 9/13(木 ) 多治見南市民プラザ 15'30

二 重
園自市 9/1(■ ) じぼさん二重 11 :00

津 1と～織2帰 (未定) 河合塾グリーン津校 ※

キ
ャ
ン
パ
ス
の
第
２
回
目
、
第
３

園
目
は
、
そ
れ
ぞ
れ
８
月
愛
ｇ
い
、

９
月
８
際
①
、
ま
た
歯
学
部
体
験

入
学
は
８
月
２。
日
俗
に
予
後
え
さ
れ

て
い
る
。

で
進
学
轄
談
会

「進
学
わ
く
わ
く

ラ
イ
ブ
２
０
０
ｌ
　
Ｎ

ａ
ｇ
ｏ
ｙ

ａ
」
が
開
催
さ
れ
、
会
場
は
大
学

進
学
を
目
指
す
東
海
地
区
の
高
校

■
で
満
負
と
な
り
、
本
学
の
ブ
ー

ス
で
も
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
に
大本学担当者の説明を熱心に聞く高校生

今
年
も
大
学
展

・
進
学
権
談
会

が
、
一基
屎
か
ら
沖
縄
ま
で
の
金
遷

５３
ケ
折
で
開
催
さ
れ
て
い
る
。

本
学
は
、　
一
部
の
地
域
で
資
料

参
施
の
み
と
な
る
が
、
そ
の
他
の

会
坊
で
は
、
本
学
の
職
景
が
豊
阿

蒸
、
直
接
雙
験
生
狂
詳
し
い
説
明

を
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
。

７
月
弱
用
倒
、
名
古
屋
ド
ー
ム

い
に
期
待
を
衛
せ
た
高
校
生
が
本

学
鞍
員
の
説
明
を
熱
心
に
聞
く
姿

が
見
ら
れ
た
。

９
月
以
降
に
、
養
無
、
岐
阜
、

二
重
の
３
集
で
開
催
さ
れ
る
大
学

展

・
進
学
相
談
会
は
、
表
の
と
お

り
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
お

近
く
種
お
越
し
の
籐
は
、
ぜ
ひ
お

立
ち
寄
り
下
さ
い
。
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平
成
１３
年
６
月
３。
露
ω
に
、
本

学
法
学
部
法
納
研
究
所

（所
長
大

琢
錯
子
教
授
）
主
催
の
公
開
講
浅

会
が
岐
阜
市
の
グ
ラ
ン
パ
レ
本
テ

ル
で
開
催
さ
れ
た
。

法
縦
研
究
所
で
は
、
憲
須
の
研

究
活
動
の
成
果
を
地
域
社
会
に
遠

元
す
る
こ
と
を
目
約
力
〕し
、

２
回
ず
つ
一
般
の
方
を
対
象
と
し

た
講
渡
会
を
開
確
し
て
い
る
。

今
剛
は
、
平
成
１３
年
度
第
１
園

目
の
講
演
会
で
あ
り
、
最
近
で
は

深
刻
な
社
会
問
題
に
も
な

っ
て
い

る

一！墨

轟

度

を
一ダ
ー
マ
と
し

て
取
り
上
げ
、
講
師
と
し
て
愛
知

県
中
央
児
童
相
談
所
指
導
課
長
触

翻
光
治
氏
及
び
準
霞
新
聞
生
活
郡

記
者
の
安
藤
明
夫
氏
を
講
額
と
し

て
擦
き
、
そ
れ
ぞ
れ
、
一一堀
重
相
談

所
か
ら
見
た
児
童
遠
待
囁
、
「市
発

の
手
で
で
き
る
こ
と
」
と

い
う

テ
，
マ
で
講
演
を
行

っ
た
。

当
日
は
、
長
０
０
名
を
超
え
る

参
加
者
が
需
め
か
け
、
真
剣
な
表

れ

る

講富騒の話手こ烹剣奪こ簡を入る参加看達

情
で
話
に
関

き
入
り
、
講

手嬢
牽
）、
参

警

レ生誦

の
間
で
熟
の

入
っ
た
議
論

が
行
わ
れ
た
。

参
油
者
か

ら
は
、
「現
場

の
生
の
声
を

聞
く
こ
と
が

で
き
て
よ
か

っ
井
鴬
」、
一＞こ

ど
も
を
育
て

る
人
間
に
と

っ
て
目
の
覚

め
る
よ
う
な

議

で

あ

っ

た
。」
、
「自
分

の
知
ら
な
い

去
る
７
月
３
鼠
後
歯
科
衛
生
士

奪
閣
学
校
と
、
２
年
生
お
よ
び
教

員
の
総
勢
１
■
６
名
が
、
３
台
の

バ
ス
に
乗
り
込
み
、
長
島
ス
パ
ー

ラ
ン
ド
雇
出
か
け
た
。
こ
れ
は
授

業
の

一
環
と
し
て
学
生
閣
の
鶏
睦

を
隠
る
こ
と
を
選
幾
と
し
、
平
成

８
年
よ
り
実
施
さ
れ
て
い
る
行
手

で
あ
る
。

こ
の
日
ば
か
り
は
、
授
業
や
臨

床
実
習
の
こ
と
も
忘
れ
、
新
し
い

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
に
何
度
も
何
度

と
こ
ろ
で
瘤
待
を
な
く
そ
う
と
頑

張

っ
て
い
る
人
が
い
る
こ
と
を
は

じ
め
て
知
っ
た
。」
、
伸絶
対
に
妊
重

蓬
待
を
な
く
さ
な
ゆ
れ
ば
な
ら
な

い
と
思
っ
た
。
一な
ど
の
声
が
多
く

あ
が
つ
た
。

参
カー………
者
の
感
想
な
ど
を
開
き
、

今
回
の
テ
ー
マ
は
、
非
常
に
身
近

で
深
刻
な
問
題
で
は
あ
る
が
、
な

か
な
か
現
場
の
声
が
聞
こ
え
て
こ

な
い
こ
と
も
あ
り
、
言
葉
だ
け
が

は
や
り
の
よ
う
に
ひ
と
り
歩
き
し

て
し
ま
う
風
潮
が
あ
る
中
で
、
こ

の
よ
つヽ
な
議
播
久
寄
を
実
施
し
、
正

し
い
情
報
を
発
信
す
る
と
と
も
に

個
々
が
考

え
る
多

ど
設
け
る
手こ
と

な
と
て
も
重
要
で
あ
り
、
意
義
が

あ
る
と
い
う
こ
と
を
改
め
て
実
感

し
た
。

な
お
、
平
成
１３
年
度
第
２
回
公

開
講
演
会
は
、
二
月
下
旬
に
名
吉

屋
市
で
開
催
す
る
予
定
で
あ
る
。

雷

窒

憂

墨

妻

墓

本
学
生
海
盛
霊
ア
る
猟
徹
甲
《
鸞
学

生
の
就
挙
環
境
の
角
と
と
、
学
費

支
弁
者
の
経
済
的
負
担
を
軽
減
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
、
本
学
独
自

の
留
学
生

へ
の
葵
学
金
支
給
制
度

が
制
定
ざ
れ
、
本
年
１０
月
か
ら
運

用
が
開
始
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
（

奨
学
金
の
支
総
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
る
者
は
、
学
蔀
警
挙
と
は

２
年
次
生
妖
と
で
学
業
成
績
が
規

程
に
定
め
ら
れ
る
選
を
基
準
を
満

た
す
者
い
ま
た
大
学
院
留
学
生
は

修
士

・
博
士
課
程
と
も
に
２
年
次

左
以
上
で
規
程
に
定
め
ら
れ
る
選

墓

警

廼

ｋ

窪

警

か

ら
の
推
薦
が
受
け
ら
れ
る
者
で
あ

り
、
い
ず
れ
も
準
講
時
に
文
郡
科

学
省
の
主
妬
す
る
私
費
外
題
人
留

も
チ
ヤ
レ
ン
ジ
し
、
絶
叫
す
る
声

が
国
内
に
響
き
渡
つ
て
い
た
。
引

本
教
員
も
、
学
生
に
負
け
て
は
な

ら
ず
と
勇
気
を
奮
い
起
こ
し
、
ジ

エ
ツ
ト
コ
ー
ス
タ
ー
に
挑
戦
。
何

は
と
も
あ
れ
、
み
ん
な
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
で
き
た
よ
う
で
あ

つ
た
。

こ
の
日
は

し
か
も
平
日
と
い
う
こ
と
も
あ
り

学
生
た
ち
の
日
焼
け
し
た
顔
が
、

楽
し
さ
を
物
語
っ
て
い
た
。

第33回

目

全
園
の
歯
科
大
学
、
歯
学
部
の

あ
る
大
学
が
参
辣
し
て
開
催
さ
れ

た
第
３３
回
全
日
本
歯
科
学
生
総
合

堡

早

会

含
轟

蔀

も

が
、
今

年
度
は
北
娠
零
撮
盗
零
本
事
の
事
務

主
幹
に
よ
り
開
催
さ
れ
、
８
月
１

自
衛
か
ら
８
月
鬱
日
働
ま
で
の
麗
、

主
ほ
北
海
道

・
東
北
地
区
の
会
場

を
中
心
に
し
て
、
各
地
で
熱
戦
が

繰
，
広
げ
ら
れ
た
。

総
合
優
勝
は
、
大
阪
編
懸
一大
学

で
、
本
学
歯
学
部
は
、
二
笠
入
賞

を
目
指
し
健
蘭
を
続
け
た
が
、
総

合
成
績
は
２２
位

（昨
年
度
１４
位
）

と
い
】ｐ
結
果
で
あ

つ
た
。

大
〈轟
驚
貨

教
絵
景

Ｏ
Ｂ

並
び
に
教
育
絡
嬢
念
うの
皆
さ
ん
か

ら
ご
声
援
を
い
た
だ
い
た
こ
と
を

量

鑑

曇

響

悉

藩

暴

の
合
計
が
学
習
奨
励
費
給
付
月
額

以
上
と
な
る
他
の
奨
学
金
の
受
給

が
決
定
し
て
い
な
い
者
と
な
つ
て

い
る
。

奨
学
金
の
支
給
額
は
、
月
額
３

万
円
で
二
年
閣
と
し
、
選
考
の
う

え
継
続
し
て
支
絵
を
受
け
る
こ
と

も
可
能
で
あ
り
、
書
学
生
に
と
つ

て
は
経
済
的
な
負
担
が
透
減
さ
れ

る
こ
と
と
な
り
、
学
業
に
尊
念
で

き
る
体
制
が
整
備
さ
れ
た
こ
と
に

な
る
。

奨
学
金
に
関
す
る
詳
し
い
お
簡

い
合
わ
せ
は
、
学
生
支
援
誤
ま

心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
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人
は
い
つ
か
死
ぬ
。
必
ず
劇

離
が
来
る
じ
た
だ
、
そ
れ
が
遅

い
か
畢
い
か
の
追
い
だ
け
で
あ

る
。
生
き
と
し
生
す
る
も
の
の

宿
命
で
あ
る
。

私
の
父
は
平
成
６
年
６
月
８

薄
に
逝
っ
た
。
医
締
か
ら

中ご

臨
終
で
す
。」
と
云
わ
れ
た
時
に

は
、
何
も
、
い
や
大
き
な
悲
し

み
に
は
襲
わ
れ
な
か
つ
た
。
だ

が
、
そ
の
直
後
、
母
が
、
父
の

一す
ど
握
り
な
が
ら
、
「お
父
さ
ん
≡

永
い
簡
、
あ
り
が
と
う
。』
と
つ

ぶ
や
い
た
途
端
、
涙
が
と
め
ど

だ

っ
た
。
年
柄
年
中
、
金
策
や

符
や
か
や
で
母
が
苦
労
し
て
来

て
い
た
の
を
子
供
心
に
無
っ
て

い
た
。
愚
痴
や
怨
み
事
の

一
つ

や
二
つ
、
一一一一寧
え
ぼ
す

っ
き
り
し

た
の
で
は
な
い
か
と
も
な
っ
た

が
、
母
は
少
な
く
と
も
挙
傑
達

の
前
で
は
、
何
も
言
わ
な
か
っ

た
し
、
そ
の
後
も
黙
し
て
議
ろ

つゝ
と
し
な
か
っ
た
。

私
と
父
は
、
始
が」
口
を
き
い

た
事
が
な
か
っ
た
。
高
校
生
の

頓
、
私
が
父
に
孜
語
で
話
す
の

を
聞
い
て
い
た
友
人
が

「誰
、

い
つ
も
あ
ん
な
言
葉
づ
か
い
で
し

ゃ
べ
る
の
か
。こ
と
驚
い
て
い
た
。

実
の
親
子
と
は
思
え
な
い
程
令
や

や
か
な
他
人
行
儀
の
雰
囲
気
が
漂

っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
私
は
、

小
さ
い
時
か
ら
父
に
な
つ
か
な
い

子
だ

っ
た
。　
一
度
だ
け
、
工
人
で

一暴
剣
に
話
し
合

っ
た
こ
と
が
あ
つ

た
。
塞
廷
の
事
で
あ
っ
た
。
当
時

大
学
生
の
鬼
と
中
学
生
の
妹
が
反

抗
期
で
家
の
中
は
感

套

其

で
あ

っ
た
。
文
字
ど
お
り

「積
本
く
ず

Ｌ

の
世
界
で
あ
っ
た
。
私
は
思

い
余
っ
て
父
の
勤
務
先
に

「お
父

さ
ん
、
今
の
ま
ま
な
ら
俺
家
を
鎧

ま
す
。
ア
ル
バ
イ
ト
で
も
何
で
も

し
て
。
ど
ん
な
に
な
活
が
苦
し
く

て
も
今
の
家
庭
の
暗
さ
、
異
常
さ

よ
り
い
い
と
患
い
ま
す
か
ら
。こ

「ま
あ
、
ち
ょ
っ
と
待
て
、
こ
の

時
期
を
過
ぎ
れ
ば
◇
お
前
は
別
に

し
て
、
殆
ど
の
子
供
に
は
こ
つヽ
い

一つ
時
期
が
あ
る
ん
だ
。」

そ
れ
か
ら
父
は
、
あ
ま
り
に
も

兇
や
妹
の
粗
暴
な
言
動
や
振
舞
難

対
し
て
は
容
赦
な
く
手
を
振
り
あ

撃

。

洒
憲
子
供
に
つ
い
で
呼
り
、
好

々
爺
に
な
り
つ
つ
あ

っ
た
。
事

作
は
平
成
６
年
の
正
月
に
起
き

た
じ
父
と
兄
と
義
弟
と
な
の
四

陣
は
軽
づ
輔
韓
幾
考
嘉
つ
φ
料

ど
う
も
父
の
様
子
が
お
か
し
い
。

し
き
り
に
そ
け
い
部
の
あ
た
り

を
気
に
し
て
い
る
。
「ど
う
か
し

た
の
。」
「
い
や
、
何
か
大
き
な

し
こ
り
が
あ
る
ん
だ
。」
「何
時

か
ら
３」
「二
、
三
ヶ
月
蕊
か
ら

か
な
あ
９」
一‥病
院

に
い
っ
た

の
。」
「
い
や
‥
‥
正

父
ピ
子
(1)

あ
の
人
？
と
一‥親
父
だ
よ
。」

っ
て
い
た
そ
う
で

な
く
あ
ふ
れ
議
て
、
誓

ら
く
と
ま
ら
な
か
っ

正
月
に
だ
け
皆
が
善
ま

る
よ
う
に
な
っ
た
。
皆

の
た
め
、
父
は
、
嬉
し

そ
う
に
料
理
を
作
り
、

父
は
、
酒
、
女
、
緯

打
何
で
も
ご
ざ
れ
の
人

あ
る
。
へ
え
、
私
も
忘
れ
ら
れ

た
存
在
で
は
な
い
の
だ
な
と
思

っ
た
記
憶
が
あ
る
。

兄
弟
連
が
各
々
独
立
し
、
盆
、

数
年
後
、
家
の
騒
動
が

一
段

落
し
て
か
ら

（皆
が
大
人
に
な

っ
た
か
ら
だ
が
）
も
、
そ
の
こ

と
を
含
め
て
、
や
は
り
私
と
父

が
話
を
す
る
こ
と
は
め
っ
た
に

な
か
っ
た
。
父
が
嫌
い
だ

っ
た

訳
で
は
な
い
９
父
も
私
の
高
校

入
試
、
大
学
入
試
の
合
格
発
表

の
時
、
私
に
内
緒
で
、
私
よ
り

【
願
田
一

本
学
は
、
学
生
が
大
学
卒
業
後

実
社
会
で
即
戦
力
と
し
て
活
躍
で

き
る
よ
う
、
よ
り
実
践
的
な
教
育

を
行
う
こ
と
で
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を

編
成
し
て
い
る
が
、
こ
の
ほ
ど
学

長
企
画
運
営
会
議
に
お
い
て
挙
■

の
政
治
注
経
済
、
社
会
の
事
象
に

対
す
る
奥
妹
と
理
解
力
を
高
め
る

こ
と
で
、
法
学年
都

経

唇
学
部
の

授
業
の
教
材
に
爆
本
経
済
競
蘭
を

活
用
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
。

本
学
は
授
業
の
内
容
及
び
方
法

の
改
善
を
凶
る
た
め
に
Ｆ
Ｄ
活
動

雑
遷
委
員
会
を
設
置
し
、
囲
委
員

会
に
お
い
て
毎

舞

怪
と

に
対
す

る
授
業
理
解
度
調
査
を
実
施
ず
る

ほ
か
、
今
径
度
は
Ｆ
Ｄ
に
関
す
る

広
報
活
動
の
実
施
、
教
育
方
法
研

究
績
動
の
菊
始
、
Ｆ
Ｄ
講
涙
会
の

実
施
を
予
定
す
る
な
ど
、
授
業
の

険
容
及
び
方
法
の
改
善
揮
努
力
を

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
今

回
の
試
み
は
、
「学
生
に
少
な
く
と

も
新
聞
の
１
面
ぐ
ら
い
な
毎
日
読

む
習
慣
を
付
け
さ
せ
、
社
会
に
農

た
後
、
結
果
と
し
て
こ
の
こ
と
が

役
立
て
ば
た
の
な
い
転｝
も
ぁ

っ
て

始
め
る
こ
と
と
し
た
の
で
あ
る
。

ま
た
、
日
経
リ
サ
ー
チ

（２
０

０
０
・６
）
一，大
学
左
の
残
職
状
況

調
査
」
に
よ
る
と
、
剛
維
を
読
吾

大
学
生
の
多
く
が
、
就
職
活
動
に

積
極
的
で
、
内
定

（肉
々
定
）
を

か
な
り
早
い
段
階
で
獲
得

（感
経

一

理

覇
者
や

２
％
、
素
鋳
蓼

義

上

７
％
）
し
て
い
る
と
の
調
査
結
未

一

も
議
て
お
り
、
今
後
効
果
が
期
待

一

で
き
る
と
考
え
て
い
る
。　
　
　
　
一

実
施
は
平
成
１４
年
度
か
ら
と
し
、

１
年
生
の
授
業

（法
学
部
感
教
養

演
習

・
専
閣
演
習
、
経
営
学
部
は

基
群
漬

こ

に
お
い
て
、
毎
圏
全

員
に
霞
本
経
済
新
聞
を
配
布
し
、

数
員
が
新
聞
の
読
み
方
の
指
導
、

】蚕
ら

解
蓼
を
行
い
、
学
生
は
記

事
の
中
か
ら
テ
ー
マ
を
見
つ
け
字

習
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

本
年
度
４
月
に
本
学
留
学
生
別

科
亀
入
学
し
た
別
碁
と
４。
名
が
、

６
月
弱
潮
翁
に
、
吉
開
良
生
留
学

生
劇
科
長
、
別
科
専
径
教
員
引
率

の
も
と
、
″
小
一昼
登
局
曲
々
（飛
騨

の
里
、
古
い
懸
並
み
地
区
）
を
訪

れ
た
。
来
Ｂ
し
て
３
ヶ
月
、
別
科

生
た
ち
は
日
々
日
本
語
学
習
に
励

ん
で
い
る
。
本
学
留
学
生
射
科
で

は
、
日
本
語
学
習
を
中
心
と
し
、

日
本
文
化
理
解
の

一
環
と
し
て
留

学
生
自
身
が
基
身
国
と
日
本
の
文

化

。
生
活
習
慣
等
の
比
較
を
通
じ

て
文
化
の
相
互
理
解
を
深
め
る
た

め
、
濁
本
事
情
科
目
を
開
講
し
て

い
る
。

今
回
の
研
修
は
、
日
ご
ろ
、
教

室
内
の
学
習
だ
け
で
は
感
じ
る
こ

と
の
で
き
な
い
日
本
文
化
事
信
を
、

直
接
体
験
し
て
も
ら
お
う
と
い
う

も
の
。

飛
騨
の
塁
で
感
、
い
く
つ
も
立

ち
並
ぶ
茅
章
き
の
家
を
背
景
揮
、

何
枚
も
写
真
撮
影
を
行
い
、
日
本

文
化
事
情
を
肌
で
感
じ
躍
っ
て
い

た
。昼

食
を
筆

え
て
、
古
い
町
並
み

地
区
を
グ
ル
ー
プ
瀦
に
散
策
し
た

別
科
生
た
ち
は
、
み
た
ら
し
だ
ん

ご
や
五
平
餅
を
た
争
に
、
専

え
た

て
の
日
本
語
を
使
っ
て
、
氏
要
晶

店
な
ど
で
賞
い
物
を
し
た
り
、
首

い
野
並
み
を
見
学
し
、
日
本
文
化

然
験
に
感
激
し
て
い
た
。

後
学
霧
の
研
修
旅
行
は
、
１２
月

を
予
定
し
て
い
る
。

日本文化に触れる旅を満喫した男lj科生遠



ASAHI UNIVI]RSITY NE恥「S LIttTTER 2001年3月 1日
(5)第 16号

本
学
で
は
、

学
生
の
海
外
経

験
を
奨
励
す
る

た
め
、
各
種
の

支
援
綱
度
を
設

け
、
積
極
的
に

学
生
の
海
外
研

修
を
実
施
し
て

い
る
９

法
学
都

・
雑

営
学
部
学
生
は

海
外
に
お
け
る

国
際
感
覚
の
瀬

養
と
語
学

（英

読
讐

力
の
角
二

を
Ｂ
始
と
し
、

Ｕ
Ｃ
Ｌ
Ａ

（ア

メ
リ
カ

・
カ
リ
フ
ォ
ル
エ
ア
大
学

曹
サ
ン
ゼ
ル
ス
校
）
及
び
Ｃ
Ｑ
Ｕ

一章
Ｉ
ス
ト
ラ
リ
ア

・
セ
ン
ト
ラ

ル
ク
イ
ー
ン
ズ
ラ
ン
ド
大
学
）
に

お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
各
研
修
先
で

開
設
さ
れ
る
議
学
研
修
プ
ロ
グ
ラ

ム
に
参
加
す
る
。
学
生
の
参
加
費

用
は
、
Ｕ
Ｃ
Ｌ
Ａ
は
全
額
大
学
負

担
、
Ｃ
Ｑ
Ｕ
は
本
学
か
ら
１
人
あ

た
り
９
万
円
が
構
励
さ
れ
る
。

透
学
那
学
生
の
研
修
先
は
、
昨

生
皮
Ｌ
同
様
に
北
一ふ
医
科
基
子
Ｂ

隆
際
学
院
、
カ
リ
７
ォ
ル
十一ア
大

学
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
校
、
テ
キ
サ
ス

大
学
サ
ン
ア
ン
ト
ニ
オ
校
、
ア
ラ

バ
マ
大
学
バ
ー
ミ
ン
グ
ハ
ム
検
、

メ
キ
ン
望
嬢
立
自
治
大
学
の
５
校

で
お
り
、
い
ず
れ
も
海
外
に
お
け

る
器豊
教
育
の
握
客等
を
研
修
日

的
Ｌ
し
て
い
る
。
学
生
の
参
加
費

用
は各
学
部
の
研
修
届
程
、
派
遣
学

在
等
は
、
次

の
と
お
り
。

【法
霊

Ｔ
経
豊

垂

０
研

修

先

“
じ
Ｃ
Ｌ
Ａ

○
研
修
霧
聞

】
８
月
％
医
岱

～
９
月
１６
日
∞

○
引
率
教
員

】
法
学
部
森
藤
差
平

助
教
授
、
継
貸
学
部
大
非
五
浩

教
授

○
派
遣
学
生

災
法
学
部
〉宮
崎
由

性

σ
なこ
、
雅
重
揮
む
す

（２

年
一、
蔦
井
美
保

（２
年
）、
市

服
貰
士

（３
年
）、
渡
辺
支
恵

τ
金

袋
警
碁十部
基
恭
暮

一郎
↑
と
、
下
林
勇
太
Ｔ

年
）、
高
園
大
逸

（１
年
）
、
市

居
泰
裕

（３
年
）、
夏
騒
泰
志

（３
年
十、
真
　
菜
津
子
（３
年
）

小
野
出
貴
江

（３
年
）、
途
澤
摯

太
σ
霊
、
厳
部
孝
幸

↑

笠
、
笙
厳
公
用

す
笠

０
研

修

先

一
Ｇ
Ｑ
Ｕ

Ｏ
顔
修
期
間

【
８
月
４
日
⇔

～
８
月
％
自
ω

○
派
遺
学
生

ス
経
善
呼
宇
奉
〉小
崩

岳
芥
負
３
年
）、
蜘
埼
　
健

（４

●
研

修

先

一
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア

大
学
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
校

○
綴
修
期
麗

【
７
月
汚
日
岱

～
７
月
２６
日
俗

○
舞
孝
教
員

】
藤
原
　
湾
助
教
授

○
派
遣
学
生

【
岩
崎
ひ
と
み

（５

年
）、
大
橋
乃
架
子

（５
年
）、

小
割
洋
充

（５
年
）、
織
茂
塁
律

子
（う
年
）、菅
洛
優
子
（５
年
）

０
研

修

先

“
テ
キ
サ
ス
大
学
サ

ン
ア
ン
ト
エ
オ
枝

Ｏ
研
修
期
間

一
３
月
９
磐
鉛

～
３
月
２。
患
働

◇
引
率
教
員

一
飯
濯
光
と
助
教
授

ｏ
蓬

邊

憂

¨
報

象

祷

↑

金

木
下
可
子
（５
年
）、
野
々
遍
龍

吾
奪
金
、
森

暮
菜
↑

金
、
横
曲
数
理
奪
空

●
研

修

先

【
ア
ラ
バ

マ
大
学

バ
ー
ミ
ン
グ
ハ
ム
校

○
覇
修
期
間

”
７
月
滋
日
岱

～
８
月
２
園
ω

Ｏ
引
率
教
員

”
渋
谷
俊
昭
講
締

○
遜
畳
生
一本
村
正
尚
（５
色

田
村
大
輔

⌒５
奪
）、
花
本
清
隆

↑

と

、
襟

０
右
春

ξ

と

、

曲
閣
幸
子

（５
年
）

●
観

修

先

れ
メ
き
ツ
〓
対
立
自

治
大
学

○
観
修
簸
間

【
３
月
発
霞
働

～
８
月
郷
日
い

○
郵
琴
警
員
【
都
尾
一憑
二
助
教
授

◇
遜

遅
整

帝

伊
藤
史
朗

↑

缶

大
谷
隆

一
郎

（５
年
）、
小
議
ゆ

み

（５
年
）、
村
瀬
重
紀

（５

年
）、
横
血
星
奈

（５
年
）

日
本
の
高
校
生
が
体
験
留
学
の
際

に
自
分
の
家
で
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を

し
た
こ
と
を
き

っ
か
け
に
日
本
議

を
学
習
し
始
め
、
そ
の
婚
本
―
ム

ス
テ
イ
を
し
た
癖
本
の
馬
校
生
と

今
で
も
手
紙
や
Ｅ
‥
銀
争
‐
１
で

交
友
を
続
け
て
い
る
こ
と
に
つ
い

て
ス
ピ
ー
チ
す
る
発
表
者
も

ま
た
、
日
本
人
が

一
般
的
に

「祭

Ｌ

と
聞
く
と
麓
碧

一屋
、
併

せ
て
連
想
す
る
も
の
は
「み
尋
じ
」

や

「花
火
」
で
あ
る
が
、
発
表
者

の

一
人
は
、
自
本
の
祭
り
は

「
ク

リ
ス
マ
ス
蜻
と

「お
正
月
」
で
あ

る
と
ス
ピ
ー
チ
し
て
い
た
こ
と
が

と
て
も
印
象
議
で
あ
っ
た
。

多
く
の
発
表
者
は
、
ス
ピ
ー
チ

後
の
審
査
委
員
か
ら
の
質
義
に
対

す
る
応
答
に
菅
戦
し
て
い
る
よ
う

で
あ
っ
た
９
質
疑
は
、
各
発
表
者

に
対
し
て
ュ
題
～
２
題
で
、
適
格

に
解
容
で
き
た
発
表
者
も
い
た
が

質
焼
の
意
味
を
理
解
出
来
な
い
発

表
者
や
審
査
委
員
が
十
分
灘
き
取

れ
る
で
あ
ろ
う
ス
ピ
ー
ド
で
質
凝

●
研

修

先

中
北
京
医
科
大
学
鰤

雅
医
学
院

○
研
修
期
間

中
８
月
１
日
籍

く
８
月
３
日
岱

○
引
率
教
員

【
平
興
健

一
競
教
授

○
派
遣
整
帝

室
念
織
こ
金

籠
喜ゆ弘
子
α
笠
、
金
逸
五
一

↑
多
、
糠
瀬
贔
子
↑
金
、

工霊
矢
介

τ
写

一Ｃ

⇔
慮
ｇ
ｒ
ａ
ｔ
こ
ｌ

ａ
ｔ

ｉ

ｏ
ｎ
ｓ
．」
審
な
の
結
果
と
位
と

な
っ
た
ア
ニ
ー

・
リ
ー
さ
ん
に
甥

海
大
学
威
瀬
瓢
学
長
か
ら
表
彰
状

な
ど
が
手
渡
さ
れ
、
据
子
の
瞬
斑

が
く
る
と
会
場
ぬ
か
ら

一
段
と
大

き
な
拍
工
Ｊが
お
こ
っ
た
。

こ
れ
な
、
７
月
１５
日
①
に
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
、
セ
ン
ト
ラ
ル
ク

イ
ー
ン
ズ
ラ
ン
ド
大
学
（以
下
「Ｃ

Ｑ
Ｕ
」
と
い
一つ
じ

の
ブ
リ
ス
ベ
ン

隠
際
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
い
て
開
催

さ
れ
た
閣
本
語
ス
ピ
モ
チ
ョ
ン
テ

ス
ト
の
嬰
（然式
の
一
揚
森
で
あ
る
ハ

本
学
は
、
姉
外
校
で
あ
る
明
海

大
学
と
共
同
で
中
国
、
台
湾
、
韓

国
の
大
学
が
主
催
す
″る
Ｂ
査
れ［
ス

ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
に
後
援
を
行

つ
て
い
る
が
、
こ
の
ほ
ど
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
に
お
い
て
行
わ
れ
た
用

コ
ン
テ
ス
ト
に
も
後
援
し
、
本
学

か
ら
経
営
学
部
岡
本
撫
衰
、
柳
瀬

笠
事
課
係
長
が
出
席
し
た
。

用
コ
ン
テ
ス
ト
に
は
、
事
議
に

行
わ
れ
た
予
選
を
通
通
し
た
高
校

五
年
生
Ｌ
高
校
１２
年
生
の
１３
名
が

農
場
し
た
。
コ
ン
テ
ス
ト
当
層
、

受
付
を
済
ま
せ
た
発
表
者
の
中
に

は
、
コ
ン
テ
ス
ト
会
場
手
前
の
廊

下
の
府
臨
で
小
さ
な
メ
モ
を
頼
り

に
線
二
返
し
口
を
動
か
し
て
い
る

姿
が
見
ら
れ
た
。

午
議
工
時
、
大
会
運
哲
摯委
員
の

Ｃ
Ｑ
Ｕ
の
バ
ー
バ
ラ

・
ハ
ー
ト

リ
ー
先
生
の
開
ハ
番
二
言
に
よ
り
〓

ン
テ
ス
ト
は
開
会
さ
れ
た
。
開
会

式
も
終
了
し
、
い
よ
い
ま
ス
ピ
ー

チ
発
表
の
持
、　
一
人
畠
の
発
表
者

の
名
前
が
呼
称
さ
れ
、
会
場
内
の

繁

簑

雷

よ
り

一
盪
島
ま
っ
た
り

審
査
は
、
Ｃ
Ｑ
Ｕ
の
横
山
先
生
、

ク
イ
ー
ン
ズ
ラ
ン
ド
★
令字
の
鈴
木

先
生
、
明
海
大
学
の
日
本
語
学
科

蓬

Ω

簑

み

覇

禁

島

講
師
の
４
名
の
春
査
奮
員
で
行
わ

れ
た
。
零
査
の
楽
準
は
、
「正
確
さ
」

「流
暢
さ
」
、
「プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ

ョ
ン
の
体
裁
」、
「展
開
の
論
理
坐

「創
造
性
」
の
５
項
霞
に
逮
き
、
そ

れ
に
籍
査
委
員
か
ら
の
賓
疑
拒
対

す
る

ぼ

企

の

評
価
を
加
味
し
て

採
点
が
な
さ
れ
た
。

今
回
の
ス
ピ
ー

チ
の
テ
ー
マ
は
、

自
臨
と
な
っ
て
お

り
、
見
近
森
閥
題

を
テ
ー
マ
に
取
り

上
げ
た
発
表
者
や

日
本
の
文
化
や
習

檀
霧

テ
ー
マ
に
取

り
上
げ
る
発
表
者

が
い
た
。
中
に
は
、

年
）、
石
黒
大
介

（３
年
）

一覇

〕

ん

ん

さ

さ
一　

一

ンヽ
ウ

一

「

リ

ア

ユ

フ

帯ン

一
一

た

二

Ｌ
ｒ
ン

賞

ヽ

入

ん

ら

さ

か

一

左

リ

て

・
ゎ
二．

向

７

を
し
て
も
う
ま
く
翻
き
取
れ
な
い

発
表
者
も
い
た
ｃ

し
か
し
、
い
ず
れ
の
発
表
者
も

串
本
語
の
ス
ピ
ー
チ
カ
に
つ
い
て

は
、
笏
力
し
た
成
果
が
十
分
認
め

ら
れ
、
ス
ピ
ー
チ
が
終
わ
る
た
び

に
、
会
場
倅
集
ま

っ
た
そ
れ
ぞ
れ

の
友
達
、
保
護
者
か
ら
大
き
な
機

手
が
送
ら
れ
て
い
た
。

議
場
し
た
１３
名
の
ス
ピ
ー
チ
が

全
て
終
了
し
、
審
査
委
“只
が

一
時

退
席
し
た
と
こ
ろ
で
、
Ｇ
Ｑ
Ｕ
学

生
に
よ
る
チ
ェ
ロ
と
フ
ル
ー
ト
の

演
奏
が
お
り
、
憲
査
一結
果
の
発
表

を
待
つ
蟹
張
し
た
雰
顕
気
を

一
瞬

ほ
ぐ
し
て
い
た
。

審
査
結
果
の
発
表
の
時
が
来
た
っ

審
査
委
興
長
の
谷
光
教
授
の
講
評

の
後
、
大
会
運
営
委
員
か
ら
次
の

と
お
り
入
賞
者
が
発
表
さ
れ
た
。

入
賞
者
に
対
し
て
賞
状
と
明
海
大

学
と
本
学

へ
の
体
験
留
学
生
と
し

て
の
櫂
得
状
の
授
与
が
な
さ
れ
、

興
奮
の
覚
め
や
ら
ぬ
中
、
バ
‥
バ

ラ

・
ハ
，
ト
リ
ー
先
生
の
閉
会
挨

拶
で
会
を
閉
じ
た
。

今
露
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
お

い
て
２
閣
爾
と
な
る
日
本
語
ス

ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
が
腐
催
さ
れ

た
が
、
今
後
も
多
数
の
再
校
生
産

が
こ
の
大
会
に
参
加
し
、
日
本
語

墾
厚
堪
じ
て
Ｂ
基
父
流
が
盛
ん

に
な
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

審
査
結
果

１
仁
　
ア
ニ
，

・
リ
ー

２
位
　
ジ
ェ
リ
ー

・
シ
ー

Ｓ
位

ジ

〓

ラ

ァ
ー

・
ウ
ー
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講演中の本学経営学部荻久保嘉章教授

ギ
ぼ
襲
軽
勝
麟
館
が
牌
聴
農
爾
」

重

猿

　

や

“
工

ｆ

卜
■

事

指

荘

モ

デ

ｉ
，Ｉ

去
る
６
月
分
題
岱
、
本
学
６
号

館
議
義
室
で
、
地
元
の
意
手
経
済

人
を
集
め
経
営
蘭
速
議
演
会
が
継

さ
れ
た
。
こ
れ
態
大
垣
共
立
銀
行

穂
積
支
店
ほ
か
厨
銀
行
の
本
巣
郡

内
の
各
士
と
，‐こが
共
同
し
て
経
営
セ

ミ
ナ
ー
を
行
お
う
と
す
る
も
の
◇

フ
ロ
ン
テ
イ
ア

・
セ
ミ
ナ
ー
と
銘

打
ち
、
第

一
回
研
修
会
を
朝
日
大

学
で
行
っ
た
。
講
節
も
小
学
経
営

学
部
の
荻
久
保
童
響
霧
覆
、
河
氏

の
専
門
愚
中
小
企
業
一ぉ盤

演
題
も

「儘
格
破
壌
薄
代
の
中
小
企
業
卓

と
ま
さ
に
う

つ
て
つ
け
の
懇
材
。

受
講
者
も
百
人
余
、
こ
れ
橿
大
垣

上
０

銀
行
の
」
学

管

尋

義

わ
り

総
勢
百
一
卒
，人
程
が
講
義
一李
ど
埋

め
つ
く
し
た
。
大
学
碑
の
挨
拶
、

森
嶋
大
垣
共
立
銀
行
穂
積
支
痛
長

の
セ
ミ
ナ
ー
の
趣
旨
説
明
の
後
、

講
義
が
始
ま
っ
た
。
大
学
と
い
う

ま
り
学
校
の
教
室
に
座
る
の
は
久

し
振
り
と
い
う
よ
う
な
人
々
が
受

験
生
の
よ
つヽ
に
繁
張
し
て
議
義
に

開
き
入
る
様
は
、
現
下
の
経
済
不

況
下
を
反
映
し
て
か
真
剣
そ
の
も

の
で
あ

っ
た
。

今
後
も
こ
の
フ
ロ
ン
テ
イ
ア

・

セ
ミ
ナ
ー
は
８
～
４
ケ
月
應

一
度

の
割
で
練
け
ら
れ
る
マー
疋
◇

③
　
授
業
科
目

ｔ
法
学
部

・
経
営
学
部
の
授
業

科
目
の
う
ち
、
本
学
が
認
め

て
い
る
科
目

ω
　
提
懲
書
類

・
志
願
理
由
書
、

が

履
透
書

※
ご
希
望
の
保
箋
撃
掏
の
方
は
、
学

事
部
学
事
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

電
話
（◇
５
８
）
３
２
９
１
１
０
７
７

本
学
で
は
、
学
ｔ
確
保
が
藤
難

な
状
況
下
に
あ

つ
て
、
学
生
、
保

護
者
、
′．環
寺
停
夜
、
地
域
社
ハム
に

対
し
て
ど
れ
だ
け
の
サ
ー
ビ
ス
を

無
辮
ゼ

て
舒

え
る
か
が
、
大
変
重

要
な
事
項
と
し
て
位
置
づ
け
、
そ

の
方
後

の

一
つ
と
し
て
保
護
者
と

の
連
携
を
密
拒
す
る
こ
と
に
よ
り

大
学
の
評
価
を
上
げ
、
そ
の
効
果

を
地
域
に
浸
透
さ
せ
る
こ
と
を
日

的
と
し
て
、
在
学
生
の
保
護
者

へ

の
授
業
開
放
を
決
定
し
た
。

こ
の
制
度
は
、
全
学
部
学
生
の

保
護
者

（父
母
）
の
方
を
対
象
に

入
学
校
定
料
、
入
学
金
、
授
業
料

を
免
除
し
、
科
目
等
履
惨
生
と
し

て
受
け
入
れ
、
履
修
を
許
可
す
る

と
で
つ
も

の
で
あ
る
。

①
　
実
施
の
時
期

・
平
成
と
一一径
必
釜
嘉
滲か
ら

の
　
入
学
検
定
荘
（
入
学
会
、
髪

業
料

・
全
て
免
除
す
る
。

立れ
藷
空
標
皆
萩
立
本
舒
勝

会

痘
偽
モ
整
立
大
学
が
猿
霊
）

の
△
全
鼻
校
を
朝
日
大
学
が
務
め
る

こ
と
と
な
っ
た
ｃ
七
つ
の
大
学
の

持
ち
回
り
で
当
番
と
な
り
、
茎
該

校
の
姜
長
が
主
協
〈天
置
氏、
事
務

局
長
が
幹
事
と
な
り
、
次
期
当
番

枝
の
学
長
が
副
会
長
を
務
め
る
こ

と
と
な
っ
て
い
る
。
五
月
に
総
会

を
開
き
、
決
算

・
予
算
を
承
認
し

た
後
新
会
長
え
な
幹
事
が
県
内
等

で
開
催
さ
れ
る
あ
ら
ゆ
る
会
議
に

県
な
大
協
の
代
表
と
し
て
畠
痛
す

る
こ
と
と
な

っ
て
い
る
。
来
る
Ю

月
に
事
務
局
長
会
議
が
予
定
さ
れ

て
お
り
、
そ
こ
で
今
年
度

の
研
修

会
の
日
程

・
内
容
等
が
決
定
さ
れ

る
こ
と
と
な

つ
て
い
る
。

学
歳
奉
鉦
轟
登
県
愁
上
士
寧

擁
全疫
員

○
会
長

朝
日
入
学
学
長
長
坂

信
夫

○
副
会
長
　
東
海
女
子
大
学
学
長

原
田
　
勇
彦

○
幹
事

朝
日
大
学
事
務
局
長

菱
霧
　
健
治

入
事
消
息

会
育
鰺

採
用
（７
月
１
日
付
）
▽
西
英
光

（寧

麟

こ

全
霧
鰺

遅
職

（６
月
３。
日
付
）
▽
馬
測
朋 10月 中に完成予定の第2AUク ラブハウス完成予想図

子

（総
務
部
総
務
課
）
▽
吉
澤
見

燕

（学
事
部
学
生
支
援
課
）
▽
森

美
幸

（賂
属
村
上
記
念
病
院
事
務

部
姦
事

一
課
）
（８
月
３．
出
付
）
安

藤
姜
任
子

（総
務
部
総
務
課
）

採
用
ご
月
１
自
こ

▽
加
藤
有

紀
子
森
一務
部
経
理
訟

▽
竹
中

作
子

宣
喜
一
部
学
生
支
援
課
）
（８

月
１
思
行
）
▽
吉
川
充

（学
手
郡

学
生
支
援
謬

〈医
療
磯
き

退
職

な
月
３。
鳳
０

粟
野
克
治
、
船
戸
恵
美

（以
上
附

属
村
主
記
念
病
院
看
護
婦
、
看
護

士
、套
石
落
雹
字
月
鋭
日
包

▽

原
調
壕
策
兵
貯
昼
邪
院
看
護
こ

（８
月
税
日
付
）
▽
小
林
乃
子
（附

属
村
上
記
念
病
握
蒼
畜
婦
）

採
用

（７
月
と
目
付
）
▽
松
浦
寿

意
子

（附
属
村
上
記
念
病
院
着
護

鐙

奪
月
３．
目
色

▽
松
久
一其
幾

美
（貯
属
村
上
記
念
病
院
看
護
婦
）

編
　
ｉ
集
裏
簿
４
十．

練
部
宿
姓
飯
翌

兼
子
さ
ん
、

鐘
本
学
東
京
事
務
所
職
員
の
竹
部

和
子
さ
ん
が
６
月
受
爾
付
で
退
職

し
た
。
本
法
人
評
議
員
で
本
学
経

営
学
部

一
期
生
の
竹
部
正
樹
氏
と

婚
姻
。
寿
退
職
を
し
た
も
の
。
超

多
忙
を
極
め
る
宮
田
侑
理
薯
長
の

秘
書
Ｌ
し
て
理
害
長
と
本
学
＞⊂
の

連
絡
調
整
な
ど
で
本
当
に
お
世
話

に
な
り
ま
し
た
。
幸
せ
に
な
っ
て

く
だ
さ
い
ｃ
そ
し
て
本
当
に
あ
り

が
と

つヽ
ご
ざ
い
ま
し
た
◇


